


































































 異文化研究︑ネイティヴの人類学︑民俗学︑民族誌・民俗誌︑東日本大震災︑災害︑ジェンダー︑人類学の静かな革命 軍隊︑文化 三角測量
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紹介することによって︑現状の改善に少しでも役立てればと願う︒　
これまで日本の文化人類学者が︑日本について言及してこなかっ























































定着していった中で︑異文化のフィールドワークとデータの収集︑そこから論文を作成する教育課程はあっ も︑その知見をもとに最終的に自文化である日本を論じること まり重視されなかった︒また膨大な資料を蓄積し きた民俗学や︑現代社会を鮮やかな手法で切り込み︑新たな視角を浮かび上がらせる社会学などの近隣諸問に対して︑文化人類学におけ 研究の独自性を積極的に打ち出そうとは こなかっ と言える︒　
こうした状況にあって︑文化人類学における日本研究を紹介する




























探し求める過程にあ ︑植民地主義的態度を批判的 乗り越えるために︑他者ではあるが弱者ではない︑また弱者とは捉え くい存在を研究対象にするという方法を提案する︒つまり 文化的 影響力があるエリートたち︑政治的または経済的に力を有する﹁他者﹂の研究で ︒田中が選んだ対象は 軍隊 あった 軍隊 研究ことは︑それが国家 直属 意味において 文化人類学的な視点からの国家研究にもなるという︒
　
本書は︑軍隊を多角的に考察するために︑第一部﹁軍隊とジェン





























トモダン人類学やその流れを汲んだ九〇年代のポストコロニアル人類学を経て︑その中でじっくりと熟成し︑いまや大きな運動として姿を現してきた﹁ の静かな革命﹂に注目する︒　﹁人類学の静かな革命﹂とは何か︒春日によると﹁存在論的転換﹂ ︑つまり︑人間と主体に対する徹底して関係論的な認識であ という︒



























































史的﹂比 と呼ぶなら︑後者は﹁論理的﹂ ﹁発見的﹂比較といえる︒この方法には︑まったく異なって見え 三つの文化を︑あえて比較してみることで 一つの文化だけを見ていたのでは気づか隠れた意味を発見するこ ができるという利点がある︒レヴィ
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トロースとも親交が深かった川田順造は 構造主義 特徴である隠れた意味や構造をも探ろうとし のだろう︒　
本書では︑モノを運ぶという生活の基本的な動作に着目し︑道具
とそれを使う人間の関係 ︑ ﹁文化の三角測量﹂の視点から分析する︒そして︑西アフリカ・モシ族 見出される指向性 ﹁人間の道具化﹂ ︑日本文化を﹁道具の人間化﹂ フランス をふ む西欧文化を﹁道具の脱人間化﹂として性格づけてい ︒西アフリカ内陸の黒人は︑運搬 といえるようなもの ほとんど必要としないくらい頭上運搬が発達︑普及しており︑人体を道具 し 用いていると言える︒骨盤が前傾した体幹で︑荷の重心を垂直に支える頭上運搬が極めて合理的なためである︒　
これに対して西欧文化における運搬具は︑機能の特化した物的装
54
特集   日本研究の道しるべ――必読の一〇〇冊
置を用いて︑運搬を確実に容易にする指向性があるという︒これは人間の巧みさに依存せず︑誰がやっても同じように良い結果が得られるように道具を工夫することであり︑ ﹁道具の脱人間化﹂ 呼びうる︒日本では︑人体への着脱が自在・ で︑物的装置として単純な道具を︑使 人間の﹁巧みさ﹂で上手 使いこなすとい 指向性をもち︑ヨーロッパとは対照をな と言える︒また運搬 だけではなく︑人間の行動の基本的指向として﹁目的指向﹂と﹁過程尊重﹂という価値観を対比するこ も可能だと ︒さら 女性の自己主張の強さという点においても︑著者は三角測量による分析を展開している︒　
このように︑三つの文化に生涯をかけて関わってきた著者の研究










































































































































の状況と復興の様子を記録し︑一九四三年に﹃津波と村﹄として刊行した︒川島は︑ 陸沿岸を﹁津波常習地﹂と名付けた山口の﹃津波と村﹄を読み直し 東日本大震災による津波からの復興を捉え直そうとする︒ ﹁津波常襲地﹂ではなく﹁津波常習地﹂という︑ ﹁慣れる﹂という言葉にも通じる﹁習う﹂に︑津波とともに生活し︑災害に対して積極的に向き合ってきたという意味 見出し い　
川島の﹃海と生きる作法﹄によると︑自然災害への対応のしかた











波堤の写真には さまざまなことを考えさせられ ︒防災のために海岸沿いにそびえ 防波堤 海が覗
のぞ
けるように小さな小窓が設






















spects of Japanese 























にするという︑文化人類学ならではのスケール 大きな研究が実現されれば︑人間の思考を理解するための重要な研究成果が提示されるはずである︒こうした点に︑文化人類学 もっ 研究 深みとおもしろさがあ よ に う︒
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産む女性やその家族たちだ が考えるべき課題とせず︑広く生命倫理の視点からも議論していけるよう︑ま は 在の変化や動きについて観察と記録を続けながら︑筆者自身 この分野の研究に寄与していきたいと思う︒
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